
示告催開

長崎県建設産業労働組合 執行委員長 金子三智郎

代議員立候補告示

本部役員立候補告示

福福祉祉型型社社会会とと自自由由でで平平和和なな
世世界界ををつつくくろろうう

五
月
一
日
（
木
）、
長
崎
市

水
辺
の
森
公
園
「
交
流
拠
点
用

地
」
で
第
七
十
九
回
長
崎
地
区

メ
ー
デ
ー
が
『
す
べ
て
の
働
く

者
の
連
帯
で
「
平
和
・
人
権
・

労
働
環
境
・
共
生
」
に
取
り
組

み
、
労
働
を
中
心
と
す
る
福
祉

型
社
会
と
自
由
で
平
和
な
世
界

を
つ
く
ろ
う
！
』
を
メ
イ
ン
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

組
合
員
、
主
婦
会
、
書
記
局

員
合
わ
せ
て
約
百
名
が
参
加
し
、

集
会
前
に
は
、
五
島
町
公
園
か

ら
水
辺
の
森
公
園
ま
で
、
仕
事

不
足
や
賃
金
・
工
事
単
価
の
引

き
下
げ
に
よ
る
苦
し
い
生
活
状

況
を
訴
え
、「
生
活
で
き
る
賃

金
」、「
後
継
者
が
育
つ
、
希
望

の
も
て
る
賃
金
」
へ
の
引
上
げ

を
求
め
、
県
民
の
皆
様
へ
ご
理

解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
な
が

ら
、
プ
ラ
カ
ー
ド
を
手
に
デ
モ

行
進
と
、
伴
走
の
宣
伝
カ
ー
に

よ
る
街
宣
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
入
口
で
は
賃
金

テ
ィ
ッ
シ
ュ
配
布
も
行
い
ま
し
た
。

ハ
ガ
キ
要
請
行
動
に
ご
協
力
を
！

平
成
二
十
一
年
度
予
算
の
概

算
要
求
に
向
け
た
ハ
ガ
キ
要
請

行
動
を
、
六
月
か
ら
一
ヶ
月
間

か
け
て
行
い
ま
す
。
要
請
先
は

厚
生
労
働
省
で
す
。
組
合
員
、

家
族
の
一
人
一
人
の
声
を
直
接

厚
生
労
働
省
に
訴
え
る
絶
好
の

機
会
で
す
。
特
別
助
成
等
の
概

算
要
求
の
増
額
に
向
け
て
取
り

組
み
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
後
日

支
部
を
通
じ
て
組
織
配
布
を
行

い
ま
す
の
で
、
そ
の
際
に
は
ご

協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

な
お
、
昨
年
の
取
り
組
み
で

は
一
万
八
千
七
十
六
枚
、
集
約

率
九
十
五
・
二
％
の
結
果
が
出

て
お
り
ま
す
。
平
成
二
十
年
度

予
算
に
お
け
る
国
保
組
合
へ
の

特
別
助
成
等
で
は
、
概
算
要
求

額
を
満
額
確
保
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

国
保
組
合
制
度
を
守
る
た
め

に
、
私
た
ち
は
建
設
労
働
者
に

建
設
国
保
が
欠
か
せ
な
い
存
在

だ
と
訴
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

建設長崎第６３回定期大会
組合員各位
平成２０年５月１３日

記

組合は規約第２２条から第２５条に基づき、下記要領で大会を開催致し
ます。
開 催 日 時 平成２０年７月１９日� 午前９時受付、午前１０時開会

～２０日� 午後３時閉会予定
開 催 場 所 雲仙小浜勤労者体育センター
目 的 １年間の組合運動の総括（経過と決算）、新年度の運

動方針と予算、新役員の選出等を審議する最高決議機
関として開催します。

内 容 １．平成１９年度 活動経過報告承認の件
１．平成１９年度 会計決算報告承認の件
１．平成２０年度 運動方針（案）決定の件
１．平成２０年度 一般会計予算（案）決定の件
１．平成２０年度 役員改選に関する件
１．その他の件

組合規約第２２条、大会運営規定第３条に基づき、総数１２０名（各支
部に選出数割り当て）を選出します。
立候補届受付 ・受付期間 ２００８年６月３０日� 午後４時迄

（土、日除く）第１、第３、第５土は１２時迄
・受付会場 県下１５支部の各支部事務所

尚、立候補者が定数内の場合は、従来通り信任投
票を行わず、立候補者全員無投票当選とします。

立候補制限 組合費等を４ヵ月以上滞納している組合員は除きます。

組合規約第３８条、役員選出規定第７条、８条に基づき、本部役員に
立候補する者は所属支部の推薦を受け、原則として大会の２週間前ま
でに選挙管理委員長に届け出て下さい。

﹇
要
請
先
﹈

千
代
田
区
霞
が
関
一
‐
二
‐
二

中
央
合
同
庁
舎
五
号
館

厚
生
労
働
省

・
保
険
局
長

殿

・
医
療
保
険
担
当
審
議
官

殿

・
保
険
局

国
民
健
康
保
険
課
長

殿

・
〃

〃

課
長
補
佐

殿
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１部２０円 組合員の購読料は組合費に含みます

●
長
建
国
保
よ
り
お
知
ら
せ
●

被
保
険
者
証
の
検
認
は
お
済
み
で
す
か

被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
が
平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
の
た
め
、
組
合
で
は
同
年
三
月
に
被
保
険
者
証
の
検
認
受
付

を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
だ
、
被
保
険
者
証
の
検
認
を
お
済
み
で
無
い
方
は
、
四
月

一
日
以
降
は
今
お
持
ち
の
被
保
険
者
証
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
の

で
お
早
め
に
検
認
手
続
き
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
致
し
ま
す
。
検
認
手
続
き
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
組
合

各
支
部
ま
た
は
長
建
国
保
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

国保組合に対する特別助成の
満額確保の為ハガキ要請行動
取組みについてのお願い

宛先 厚生労働省
組合員、ご家族の皆様の直筆でご協力を�

賃金・工事単価引き上げ

第79回

メーデー

要
請
ハ
ガ
キ
は
直
接
投
函
し
な
い

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

各
支
部
で
集
約

▲デモ行進

5
▼▼賃賃金金テティィッッシシュュ

をを配配布布すするる女女性性
書書記記局局

生生
活活
でで
きき
るる
賃賃
金金
をを
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第
１

特特
定定
健健
康康
診診
査査
等等
のの
実実
施施
目目
標標

１

２

第
２

特特
定定
健健
康康
診診
査査
等等
のの
実実
施施
方方
法法

１２

３４

長
崎
県
建
設
事
業
国
民
健
康
保
険
組
合

特
定
健
康
診
査

特
定
保
健
指
導
実
施
計
画

「
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
」（
平
成
二
十
年
四
月
一
日
施
行
）
に

よ
り
、
医
療
費
の
伸
び
の
適
正
化
と
国
民
医
療
費
全
体
の
抑
制
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
、
長
建
国
保
等
の
医
療
保
険
者
に
対
し
、
内
臓
脂
肪
型
肥
満
に
着
目
し
た
生
活

習
慣
病
予
防
の
た
め
の
健
康
診
査
（「
特
定
健
康
診
査
」
と
い
う
。）
及
び
保
健
指
導

（「
特
定
保
健
指
導
」
と
い
う
。）
を
四
十
歳
〜
七
十
四
歳
の
被
保
険
者
を
対
象
に
実

施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

組
合
で
は
、
こ
の
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
に
つ
い
て
、
効
率
的
か
つ
効

果
的
に
実
施
す
る
た
め
の
実
施
計
画
書
を
作
成
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

特
定
健
康
診
査
等
の
実
施
に
あ
た
り
、
組
合
員
並
び
に
ご
家
族
の
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

特
定
健
康
診
査
・

特
定
保
健
指
導
実
施
の

基
本
的
な
考
え
方

内
臓
脂
肪
型
肥
満
に
着
目
し

た
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の

特
定
健
康
診
査
及
び
特
定
保
健

指
導
を
効
果
的
か
つ
効
率
的
に

実
施
す
る
た
め
計
画
的
に
取
り

組
む
こ
と
と
す
る
。

�

特
定
健
康
診
査
は
、
内
臓

脂
肪
型
肥
満
に
着
目
し
た
生

活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
保

健
指
導
を
必
要
と
す
る
者
を

抽
出
す
る
健
診
と
す
る
。

�

健
診
受
診
者
に
対
し
、
必

要
度
に
応
じ
た
保
健
指
導
を

行
う
。

○

要
指
導
対
象
者
が
代
謝

等
の
身
体
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

と
生
活
習
慣
と
の
関
係
を

理
解
し
、
生
活
習
慣
の
改

善
を
自
ら
が
選
択
し
、
行

動
変
容
に
つ
な
げ
る
。

○

リ
ス
ク
に
優
先
順
位
を

つ
け
保
健
指
導
の
必
要
性

に
応
じ
て
「
情
報
提
供
」

「
動
機
付
け
支
援
」「
積

極
的
支
援
」
を
行
う
。

目
標
値
の
設
定
に

つ
い
て

特
定
健
康
診
査
等
の
実
施
に

係
る
目
標
値
の
到
達
に
向
け
て
、

平
成
二
十
年
度
か
ら
二
十
四
年

度
の
各
年
度
毎
に
目
標
値
を
設

定
す
る
。

実
施
場
所

�

特
定
健
康
診
査

長
崎
県
内
各
地
に
居
住
し
て

い
る
全
て
の
被
保
険
者
の
利
便

性
を
考
慮
し
、
各
地
域
に
て
随

時
受
診
可
能
な
体
制
を
確
保
す

る
た
め
、
集
合
契
約
（
保
険
医

療
機
関
に
よ
っ
て
は
個
別
契

約
）
に
よ
る
個
別
健
診
を
実
施

す
る
。

※
実
施
医
療
機
関
名
、
受
診
方

法
等
に
つ
い
て
は
、
契
約
締
結

後
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

�

特
定
保
健
指
導

�

業
者
委
託

特
定
保
健
指
導
の
実
施
に

つ
い
て
、
集
合
契
約
に
よ
る

業
者
委
託
と
し
、
特
定
健
康

診
査
を
実
施
し
た
機
関
自
ら

が
、
医
師
・
保
健
師
・
管
理

栄
養
士
等
が
常
駐
す
る
場
所

で
特
定
保
健
指
導
を
実
施
す

る
。（
施
設
型
・
巡
回
型
）

�

特
定
保
健
指
導
の
実
施
に

あ
た
り
、
要
保
健
指
導
者
が

指
導
を
受
け
や
す
い
環
境

（
日
時
・
会
場
等
）
を
考
慮

し
、
実
施
場
所
の
設
定
等
に

つ
い
て
は
必
要
に
応
じ
て
母

体
組
織
（
長
崎
県
建
設
産
業

労
働
組
合
）
の
協
力
と
連
携

体
制
を
図
る
こ
と
と
す
る
。

実
施
項
目

�

特
定
健
康
診
査

糖
尿
病
等
の
生
活
習
慣
病
、

と
り
わ
け
内
臓
脂
肪
症
候
群

（
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
）
の
該
当
者
・
予
備
群
を
減

少
さ
せ
る
た
め
、
保
健
指
導
を

要
す
る
者
を
的
確
に
抽
出
し
て

い
く
た
め
の
健
診
項
目
と
す
る
。

�
健
診
者
全
員
が
受
け
る
基
本

的
な
健
診
項
目

○
質
問
項
目

○
身
体
計
測

（
身
長
・
体
重
・
Ｂ
Ｍ
Ｉ
・

腹
囲
）
○
理
学
的
検
査（
身

体
診
察
）
○
血
圧
測
定

○

血
液
化
学
検
査（
中
性
脂
肪
・

Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・

Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
）

○
肝
機
能
検
査（
Ａ
Ｓ
Ｔ（
Ｇ

Ｏ
Ｔ
）、
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
Ｇ
Ｐ
Ｔ
）、

γ－

Ｇ
Ｔ（
γ－

Ｇ
Ｔ
Ｐ
））

○
血
糖
検
査

○
Ｈ
ｂ
Ａ
１

ｃ
検
査

○
尿
検
査
（
尿
糖
、

尿
蛋
白
）

�
詳
細
な
健
診
項
目
（
医
師
の

判
断
で
選
択
的
に
行
う
）

心
電
図
検
査
・
眼
底
検

査
・
貧
血
検
査
の
う
ち
医
師

が
必
要
と
判
断
し
た
も
の

�

特
定
保
健
指
導

特
定
保
健
指
導
は
、
生
活
習

慣
病
予
備
群
を
生
活
習
慣
病
に

移
行
さ
せ
な
い
こ
と
を
第
一
の

目
的
と
し
、
要
保
健
指
導
者
自

身
に
健
診
結
果
を
理
解
さ
せ
る

と
と
も
に
、
対
象
者
自
身
が
身

体
の
変
化
に
気
づ
き
、
生
活
習

慣
を
振
り
返
り
、
改
善
す
べ
き

点
を
自
ら
が
目
標
を
持
っ
て
実

践
で
き
る
よ
う
支
援
し
、
そ
の

こ
と
に
よ
り
対
象
者
が
自
分
の

健
康
に
関
す
る
自
己
管
理
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
行
う
。

�

生
活
習
慣
病
と
さ
れ
る
病

名
と
療
法

○
糖
尿
病

○
糖
尿
病
性
神

経
障
害

○
脳
梗
塞

○
イ

ン
ス
リ
ン
療
法

○
糖
尿
病

性
網
膜
症

○
虚
血
性
心
疾

患

○
高
血
圧
症

○
糖
尿

病
性
腎
症

○
動
脈
梗
塞

○
高
脂
血
症

○
痛
風
腎

○
大
動
脈
疾
患

○
高
尿
酸

血
症

○
人
工
透
析

○
肝

障
害

○
脳
出
血

○
高
血

圧
性
腎
臓
障
害

�

保
健
指
導
対
象
者
の
抽
出

に
つ
い
て

特
定
健
康
診
査
結
果
等
に

よ
り
生
活
習
慣
病
発
病
の
リ

ス
ク
を
判
定
し
、
生
活
習
慣

病
発
病
の
リ
ス
ク
要
因
（
高

血
圧
・
高
血
糖
・
脂
質
異
常

等
）
に
応
じ
て
支
援
レ
ベ
ル

を
設
定
し
階
層
化
し
た
指
導

を
行
う
。

【
保
健
指
導
レ
ベ
ル
】

○
第
一
段
階
�
腹
囲
値
に
よ
り

区
分
（
男
性
８５
�
・
女
性
９０
�
、

Ｂ
Ｍ
Ｉ
２
５
）

○
第
二
段
階
�
検
査
数
値
に
よ

り
区
分
（
血
糖
・
脂
質
・
血
圧
、

喫
煙
歴
の
有
無
）

○
第
三
段
階
�
第
一
段
階
、
及

び
第
二
段
階
に
よ
り
支
援
レ
ベ

ル
を
区
分

○
第
四
段
階
�
第
三
段
階
で
区

分
さ
れ
た
支
援
レ
ベ
ル
に
日
常

生
活
に
関
す
る
質
問
票
の
結
果

を
加
味
し
て
指
導
レ
ベ
ル
と
優

先
順
位
を
決
定

�

優
先
順
位
と
支
援
内
容
等

（
次
頁
表
参
照
）

実
施
時
期

�

特
定
健
康
診
査

年
度
内
に
特
定
保
健
指
導
が

開
始
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
に
、

四
月
〜
翌
年
一
月
末
ま
で
と
す

る
。

�

特
定
保
健
指
導

四
月
以
降
の
受
診
後
か
ら
開

始
し
、
翌
年
三
月
末
ま
で
に
初

回
面
接
が
行
わ
れ
る
よ
う
実
施

す
る
。

外
部
委
託
に
つ
い
て

�

特
定
健
康
診
査
・
特
定
保

健
指
導

特
定
健
康
診
査
、
及
び
特
定

保
健
指
導
の
実
施
に
つ
い
て
は

外
部
委
託
と
す
る
。

�

契
約
形
態

特
定
健
康
診
査
、
及
び
特
定

保
健
指
導
の
実
施
に
係
る
委
託

契
約
に
つ
い
て
は
、
代
表
保
険

者
（
保
険
者
協
議
会
等
）
を
通

じ
た
県
内
各
地
区
医
師
会
等
と

の
集
合
契
約
と
す
る
。

尚
、
特
定
健
康
診
査
に
つ
い

て
は
、
人
間
ド
ッ
ク
等
他
の
健

診
の
実
施
委
託
の
関
係
上
、
実

施
機
関
と
の
個
別
契
約
を
行
う

こ
と
と
す
る
。

�

外
部
委
託
に
あ
た
っ
て
の

基
準
等

外
部
委
託
先
の
選
定
等
に
あ

た
っ
て
は
、
国
が
定
め
る
「
特

定
健
康
診
査
及
び
特
定
保
健
指

導
の
実
施
に
関
す
る
基
準
」
に

基
づ
き
、
特
定
健
康
診
査
、
及

び
特
定
保
健
指
導
の
外
部
委
託

に
関
す
る
基
準
を
満
た
し
て
い

る
こ
と
と
す
る
。

�

特
定
健
康
診
査
の
外
部
委

託
に
関
す
る
事
項

○

特
定
健
康
診
査
を
適
切

に
実
施
す
る
た
め
に
必
要

な
医
師
、
看
護
師
等
が

質
・
量
的
に
確
保
さ
れ
て

い
る
こ
と
。

○

特
定
健
康
診
査
を
実
施

す
る
た
め
の
施
設
・
設
備

を
有
し
、
救
急
時
の
体
制

が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

○

健
診
結
果
等
に
関
す
る

電
磁
的
記
録
を
作
成
し
、

保
険
者
に
対
し
て
安
全
か

つ
速
や
か
に
提
出
す
る
こ

と
。

○

健
診
結
果
等
の
保
存
管

理
等
の
秘
密
保
持
、
及
び

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す

る
法
律
等
に
つ
い
て
遵
守

し
て
い
る
こ
と
。

○

運
営
に
関
す
る
基
準
・

重
要
事
項
な
ど
、
保
険
者

等
が
容
易
に
確
認
で
き
る

よ
う
対
応
し
て
い
る
こ
と
。

�

特
定
保
健
指
導
の
外
部
委

託
に
関
す
る
事
項

特
定
保
健
指
導
に
つ
い
て

は
外
部
委
託
に
よ
り
実
施
し
、

国
が
定
め
る
基
準
等
を
満
た

し
て
い
る
委
託
先
を
選
定
す

る
。

○

特
定
保
健
指
導
の
業
務

を
統
括
す
る
者
は
、
常
勤

平成
２０年度

２４年度

70%

45%

10%

２３年度

65%

40%

－

２２年度

40%

30%

－

２１年度

20%

20%

－

２０年度

20%

10%

－

� 特定健診の受診率
（又は結果把握率）

� 特定保健指導の実施率
（又は結果把握率）

� 内臓脂肪症候群の該当者
・予備群の減少率

（１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可） 第５１５号 ２�建 設 長 崎毎月１回１５日発行 ２００８年（平成２０年）５月１５日発行



第
３

個個
人人
情情
報報
保保
護護
対対
策策
にに
つつ
いい
てて

５
６

７
８

９
第
４

特特
定定
健健
康康
診診
査査
等等
実実
施施
計計
画画
のの

評評
価価
とと
見見
直直
しし
にに
つつ
いい
てて

特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健

指
導
の
実
施
、
及
び
受
診
（
利

用
）
結
果
等
に
関
す
る
記
録
の

取
り
扱
い
に
あ
た
り
、
個
人
情

報
保
護
の
観
点
か
ら
適
切
な
対

応
を
行
う
。

【
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
遵
守
】

○

個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に

関
し
て
は
、
個
人
情
報
保
護

法
に
基
づ
く
「
国
民
健
康
保

険
組
合
に
お
け
る
個
人
情
報

の
適
切
な
取
り
扱
い
の
た
め

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
よ
り

行
う
。

○

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
け
る

役
職
員
の
義
務
（
デ
ー
タ
の

正
確
性
の
確
保
、
漏
洩
防
止

措
置
、
従
業
員
の
監
督
、
委

託
先
の
監
督
）
に
つ
い
て
周

知
を
図
る
。

○

特
定
健
康
診
査
・
特
定
保

健
指
導
を
外
部
に
委
託
す
る

際
は
、
個
人
情
報
の
厳
重
な

管
理
や
目
的
外
使
用
の
禁
止

等
を
契
約
書
に
定
め
る
と
共

に
、
委
託
先
の
契
約
遵
守
状

況
を
管
理
し
て
い
く
。

の
医
師
、
保
健
師
、
又
は

管
理
栄
養
士
で
あ
る
こ
と
。

○

特
定
保
健
指
導
を
実
施

す
る
た
め
の
施
設
・
設
備

を
有
し
て
い
る
こ
と
。

○

県
下
全
域
に
お
い
て
保

健
指
導
を
可
能
と
す
る
。

○

特
定
保
健
指
導
に
関
す

る
電
磁
的
記
録
を
作
成
し
、

保
険
者
に
対
し
て
安
全
か

つ
速
や
か
に
提
出
す
る
こ

と
。
指
導
内
容
等
の
個
人

情
報
に
つ
い
て
、
そ
の
性

格
と
重
要
性
を
十
分
認
識

し
適
切
に
取
り
扱
う
こ
と
。

○

利
用
者
の
利
便
性
を
考

慮
す
る
こ
と
。

周
知
と

案
内
方
法
に
つ
い
て

�

周
知
に
つ
い
て

�

年
度
当
初
に
健
診
等
を

広
報
す
る
。（
全
体
・
健

診
対
象
者
）

�

被
保
険
者
証
更
新
時
に

健
診
を
勧
奨
す
る
。

�

各
種
会
合
・
集
会
等
の

機
会
を
利
用
し
広
報
す
る
。

�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲

載

�

案
内
方
法

�

特
定
健
康
診
査
等
の
実

施
内
容
等
に
つ
い
て
封
書

に
て
案
内
す
る
。

�

健
診
対
象
者
に
対
し
て
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
受
診
券

（
又
は
利
用
券
）
を
同
封

す
る
。

事
業
主
健
診
等
他
の

健
診
受
診
者
の

健
診
デ
ー
タ
の
受
領

労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く

事
業
主
健
診
を
受
診
す
る
被
保

険
者
の
把
握
が
困
難
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
事
業
主
健
診
の
受
診

に
よ
り
特
定
健
康
診
査
の
受
診

に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
旨
の

周
知
を
図
り
、
健
診
結
果
の
収

集
に
努
め
ま
す
。
被
保
険
者
が

事
業
主
健
診
を
受
診
し
た
と
き
、

そ
の
健
診
結
果
を
受
領
す
る
際

は
、
事
業
主
、
又
は
当
該
被
保

険
者
の
同
意
の
上
、
当
該
被
保

険
者
よ
り
健
診
結
果
を
受
領
す

る
こ
と
と
す
る
。

受
診
券
・
利
用
券

�

特
定
健
康
診
査
の
対
象
者

に
は
受
診
券
、
特
定
保
健
指

導
の
対
象
者
に
は
利
用
券
を

交
付
す
る
。

受
診
券
・
利
用
券
の
様
式
は

国
が
定
め
る
標
準
様
式
と
す
る
。

（
受
診
券
・
利
用
券
の
作
成

等
に
つ
い
て
は
、
国
保
連
に
業

務
委
託
）

�

交
付
時
期

�

受
診
券

特
定
健
康
診
査
の
対
象
者
全

員
に
対
し
て
、
一
括
し
て
年
度

当
初
に
郵
送
す
る
。（
５
〜
６

月
頃
）

�

利
用
券

特
定
健
康
診
査
の
結
果
、
特

定
保
健
指
導
が
必
要
と
さ
れ
た

対
象
者
に
対
し
て
郵
送
す
る
。

（
初
回
面
接
の
有
効
期
限
は

年
度
末
ま
で
と
す
る
。）

特
定
健
康
診
査
・

特
定
保
健
指
導
の

結
果
と
デ
ー
タ
の
保
存

�

特
定
健
康
診
査
・
特
定
保

健
指
導
の
デ
ー
タ
結
果

電
子
的
標
準
形
式
に
よ
り
、

電
子
デ
ー
タ
で
の
保
存
及
び
送

受
信
を
原
則
と
す
る
。

�

特
定
健
康
診
査
・
特
定
保

健
指
導
の
記
録
保
存

国
保
連
で
行
わ
れ
る
特
定
健

診
等
の
記
録
を
電
子
的
に
管
理

す
る
シ
ス
テ
ム
を
利
用
（
委

託
）
す
る
。
保
存
期
間
五
年
間

（
加
入
者
で
な
く
な
っ
た
場
合

は
翌
年
度
末
ま
で
）
と
す
る
。

特
定
健
康
診
査
等
の

実
施
計
画
の

公
表
等
に
つ
い
て

特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健

指
導
の
実
施
等
に
つ
い
て
の
実

施
計
画
を
策
定
し
、
公
表
す
る
。

�

広
報
誌
（
母
体
機
関
紙
）

�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載

�
特
定
健
康
診
査
等
の
実
施
結

果
に
基
づ
き
、
目
標
値
に
対
す

る
特
定
健
康
診
査
の
実
施
率
、

特
定
保
健
指
導
の
実
施
率
に
つ

い
て
検
証
し
ま
す
。

�
内
臓
脂
肪
症
候
群
の
該
当

者
・
予
備
群
の
減
少
率
（
平
成

二
十
四
年
度
一
〇
％
）
に
つ
い

て
は
、
平
成
二
十
五
年
度
に
お

い
て
総
括
し
ま
す
。

�
外
部
委
託
先
（
健
診
機
関

等
）で
の
実
施
体
制
、健
診
デ
ー

タ
の
取
り
扱
い
方
法
、
受
診
者

（
利
用
者
）
の
反
応
、
健
診
対

象
者
へ
の
広
報
・
周
知
等
に
お

い
て
、
実
施
計
画
書
通
り
推
進

さ
れ
た
か
等
の
総
括
・
評
価
を

行
い
、
改
善
す
べ
き
点
は
見
直

し
を
図
り
、
次
年
度
以
降
の
実

施
に
向
け
て
活
用
し
て
い
き
ま

す
。

�
実
施
計
画
書
に
つ
い
て
は
五

年
を
一
期
と
し
、
第
一
期
は
平

成
二
十
年
度
〜
平
成
二
十
四
年

度
と
し
、
五
年
毎
に
実
施
計
画

等
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
と
す

る
。

優先順位と支援内容等
動機づけ支援

健診結果等から生活習慣の改善が必要な人で、生
活習慣を変えるに当たり意思決定の支援が必要な人
（内臓脂肪症候群診断者・予備群）

面接による支援（初回）
○個別支援（２０分以上）
○１グループ（８人迄）８０分以上のグループ支援（グ
ループ学習会等）

○生活習慣と健診結果の関係を理解
○生活習慣病等に関する基本的知識
○受診者本人の意向とライフスタイルに合った達成
可能な行動目標の設定
【支援後の評価】（６ヵ月以上経過後）
○原則個別面接（場合によっては電話又は e-mail）
○身体状況・生活習慣等における変化について確認

積極的支援

健診結果等から生活習慣の改善が必要な人で専門
職等による継続的できめ細やかな支援が必要な人

面接による支援（初回）
○個別面接（３０分程度）
○１グループ（８人迄）８０分以上のグループ支援（グ
ループ学習会等）

○健診結果やその経年変化から、自身の身体に起
こっている変化への理解を促す。
○実践可能な行動目標を対象者が選択
○行動目標達成のための支援計画を立て、継続でき
るよう定期的・継続的に介入
○３～６ヶ月の一定期間に各種支援方法を組み合わ
せたプログラムを継続的に実施
【３ヶ月後の支援】
○行動計画の実施状況等の中間評価と確認
○実践行動を維持させるための賞賛、励まし支援
○個人支援、グループ支援、電話又は e-mail
【支援後の評価】（６ヵ月後）
○原則個別面接（場合によっては電話又は e-mail）
○個人目標の実践評価
○身体状況・生活習慣等における変化について確認

健診未受診者（生活習慣病治療中の者以外）

○健診受診率の向上を図るための特定健診受診勧奨

情報提供支援

受診者全員 ○男性８５�未満 女性９０�未満
○BMI２５未満

年１回、健診結果と同時に実施

○健診結果の見方についての説明
○生活習慣病等に関する基本的知識
○生活習慣に合わせた改善方法の例示

○健診受診者で生活習慣病治療中の者
○健診未受診者で生活習慣病治療中の者

○主治医と保健指導実施者との治療計画の共有
○健診データとレセプト情報との突合と積極的活用

優先順位�

対 象 者

支 援 頻 度

支 援 方 法

優先順位�

対 象 者

支 援 頻 度

支 援 方 法

優先順位�

対 象 者

支 援 方 法

優先順位�

対 象 者

支 援 頻 度

支 援 方 法

優先順位�

対 象 者

支 援 方 法

アフラック
（アメリカンファミリー生命保険会社）
福岡東支社
〒８１２‐００１８福岡市博多区住吉１‐２‐２５
キャナルシティ・ビジネスセンタービル１０階
TEL０９２‐２８１‐６７１６URL http://www.aflac.co.jp

AF１０４‐２００８‐００２０ １月３０日

引受保険会社

受付時間
平日 午前９：００～午後５：３０
（なお土・日・祝日はお休みさせていただきます）

九州支店
〒８１２‐００１１
福岡市博多区博多駅前１‐４‐４

JPR博多ビル

毎月１回１５日発行 ２００８年（平成２０年）５月１５日発行建 設 長 崎第５１５号 （１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可）３�



長崎校

参
加
者

（
敬
称
略
）

伊
藤

一
�

福
田

通

上
野
美
喜
雄

平
内

末
雄

寺
井

房
雄

中
尾

政
男

岩
永

磐
雄

大
安
和
一
郎

大
安

勝

大
安

米
子

中
尾
ス
ミ
子

岩
永
ア
ヤ
ノ

参
加
者

（
敬
称
略
）

岡
田

眞

稲
沢

福
寿

稲
沢

良
一

岡
田

明

岡
田

直
人

川
上

高
尾

川
尻

修
治

嵜
本

実

瀬
上

宏
一

瀬
上
健
太
郎

田
口

市
郎

山
本

五
男

横
田

広
三

山
下

政
樹

寺
田
支
部
長

他
七
名

浦
上
東
支
部

青
年
部
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JW-win（２次元・汎用ＣＡＤ）を使ったＣＡＤ講座を開講

します。パソコンがある程度できる方なら誰でも受講できます。

この機会に学んでみませんか。

日 時 平成２０年６月中旬～全２７回（週２回）

夜 間 ６時３０分より～９時まで

費 用 入学金 ０円、受講料２０，０００円（テキスト代別途）

募集人員 初心者コース ５名、中級者コース ５名

講座内容 （初心者コース）

初心者を対象に、JW-win（２次元・汎用ＣＡＤ）

の基本操作を学び、建築製図のトレース能力の習得

を目指す。

（中級者コース）

JW-win（２次元・汎用ＣＡＤ）を用いて、実務

的なＣＡＤ利用を学び、２級建築ＣＡＤ検定の修得

を目指す。

場 所 長崎建設技術専門学院のみ（長崎市城山町１７－５８）

随時募集中！定員になり次第募集終了致しますので、お早めにお申込ください。

長崎市城山町１７－５８
長崎建設技術専門学院
TEL ０９５－８６１－９２６１
FAX ０９５－８６１－９２７３

気気
のの
合合
うう
仲仲
間間
でで
花花
見見
会会

満
開
の
見
頃
か
ら
一
週
間
が

過
ぎ
、
桜
の
花
び
ら
が
僅

か
に
残
る
四
月
十
三
日
�
、
福

田
分
会
で
は
毎
年
恒
例
の
花
見

会
を
福
田
天
満
宮
に
於
い
て
、

組
合
員
・
家
族
十
六
名
の
参
加

で
行
い
ま
し
た
。

い
つ
も
は
神
社
の
境
内
に

シ
ー
ト
を
敷
い
て
、
散
っ
て
く

る
桜
の
花
び
ら
が
時
折
コ
ッ
プ

に
浮
か
ぶ
様
子
を
眺
め
つ
つ
風

情
を
楽
し
む
花
見
と
な
る
は
ず

だ
っ
た
の
で
す
が
、
当
日
は
生

憎
今
に
も
泣
き
出
し
そ
う
な
空

模
様
と
い
う
こ
と
で
境
内
の
小

さ
な
「
詰
所
」
を
借
り
て
の
屋

内
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

い
つ
も
の
風
情
は
満
喫
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
そ
こ
は
気
の

合
う
仲
間
の
酒
宴
と
い
う
こ
と

で
、
先
般
開
催
の
支
部
の
ボ
ウ

リ
ン
グ
大
会
の
話
で
賑
わ
っ
て

い
ま
し
た
。

ま
た
、
多
忙
の
中
、
金
子
委

員
長
も
か
け
つ
け
て
い
た
だ
き

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い

て
話
を
し
て
頂
き
、
皆
さ
ん
興

味
深
く
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
今
後

と
も
分
会
活
動
と
支
部
活
動
の

活
性
化
に
向
け
て
更
に
ご
協
力

下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

（
大
賀
）

心
地
よ
い
春
の
日
差
し
が
注

ぐ
四
月
二
十
七
日
�
、
彼

杵
中
学
校
に
於
い
て
、
彼
杵
地

区
の
れ
ん
げ
祭
り
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
毎
年
、
彼
杵
分
会
で

は
木
工
教
室
を
開
き
住
宅
デ
ー

と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。
当

日
の
会
場
に
は
約
二
〇
〇
名
の

参
加
者
が
来
て
お
り
、
終
日
、

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気

に
包
ま
れ
ま
し
た
。
木
工
教
室

で
は
「
す
の
こ
作
り
」「
本
棚

作
り
」「
植
木
鉢
作
り
」
の
三

つ
の
コ
ー
ナ
ー
に
分
か
れ
て
、

作
品
作
り
を
行
い
ま
し
た
が
、

ど
の
コ
ー
ナ
ー
も
多
く
の
参
加

者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
大
工
さ

ん
の
優
し
い
指
導
の
下
、
普
段

使
い
慣
れ
な
い
金
槌
を
使
っ
て

立
派
な
作
品
を
作
り
上
げ
喜
び

を
表
し
て
い
ま
し
た
。
来
年
も

盛
り
上
が
る
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
立
野
）

平
戸
支
部
田
平
分
会
は
、
四

月
二
十
七
日
田
平
祭
り
の

会
場
で
、
毎
年
恒
例
の
包
丁
研

ぎ
・
ま
な
板
削
り
を
行
い
ま
し

た
。当

日
は
、
晴
天
に
も
恵
ま
れ
、

来
場
者
八
十
五
名
・
二
百
九
十

本
の
包
丁
等
を
研
ぎ
上
げ
ま
し

た
。『
よ
う
切
れ
る
も
ん
ね
。

毎
年
楽
し
み
に
し
と
る
よ
。』

の
感
謝
の
言
葉
も
多
く
頂
き
、

研
ぎ
手
も
ま
す
ま
す
力
が
入
り

ま
す
。

正
午
か
ら
は
、
す
の
こ
作
り

大
会
。
十
チ
ー
ム
二
十
名
の
親

子
が
金
づ
ち
片
手
に
悪
戦
苦
闘
。

出
来
栄
え
は
様
々
で
す
が
、
物

を
作
り
上
げ
る
楽
し
さ
を
味

わ
っ
て
頂
け
た
の
で
は
…
…
。

地
元
を
愛
し
、
地
域
密
着
で

い
ろ
い
ろ
な
催
し
を
企
画
し
、

活
動
さ
れ
て
い
る
田
平
分
会
の

皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
に

根
付
い
た
活
動
で
お
得
意
様
を

増
や
し
て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

（
値
賀
）

家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家
族族族族族族族族族族族族族族族族族族族族族族族族族族族族族族族族族族族族
参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参
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でででででででででででででででででででででででででででででででででででで

ババババババババババババババババババババババババババババババババババババ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
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大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

浦
上
東
青
年
部
で
は
、
四
月

二
十
七
日
�
に
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
大
会
を
、
あ
ぐ
り
の
丘

で
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
、

家
族
参
加
型
と
し
た
と
こ
ろ
、

青
年
部
員
十
名
・
家
族
十
四

名
・
支
部
長
に
も
参
加
い
た
だ

き
、
全
体
二
十
五
名
で
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

朝
九
時
三
十
分
に
現
地
集
合

し
、
買
出
し
班
と
炊
き
出
し
班

に
分
か
れ
、
十
一
時
よ
り
調
理

ス
タ
ー
ト
。

本
格
的
な
タ
レ
を
使
っ
た
焼

き
鳥
か
ら
は
じ
ま
り
、
定
番
の

焼
き
そ
ば
・
焼
き
魚
・
ア
ス
パ

ラ
の
ホ
イ
ル
焼
き
・
焼
き
お
に

ぎ
り
、
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
は

「
う
つ
ぼ
」
の
白
焼
き
な
ど
、

そ
の
ほ
か
に
も
沢
山
の
メ

ニ
ュ
ー
で
、
肉
・
魚
・
野
菜
と

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
内
容
に
、

子
供
た
ち
も
、
特
に
奥
様
方
の

舌
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ビ
ー
ル
も
美
味
か
っ

た
！食

後
に
は
、
子
供
た
ち
と
遊

具
で
遊
ん
だ
り
、
家
族
ぐ
る
み

で
語
り
合
い
、
晴
天
に
恵
ま
れ

た
心
地
よ
い
風
の
中
で
、
そ
れ

ぞ
れ
友
好
を
深
め
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

（
野
口
耕
平
）

部支央中

部支村大

部支戸平

福福田田分分会会
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彼彼杵杵分分会会多多
彩彩
なな
催催
しし
でで

地地
域域
にに
密密
着着

田田平平分分会会

（１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可） 第５１５号 ４�建 設 長 崎毎月１回１５日発行 ２００８年（平成２０年）５月１５日発行



構
造
計
算
書
の
偽
装
問
題
等
に
よ
り
、

『
消
費
者
保
護
』の
世
論
が
高
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、従
来
よ
り
元
請
け
工
務
店
等
に
対
し
て

法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
た

『
瑕
疵
担
保
責
任
』が
確
実
に
果
た
さ
れ
る
よ
う
、

『
資
力
確
保
』が
義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

『
瑕
疵
担
保
責
任
』を
果
た
せ
る
よ
う
、

手
掛
け
る
全
て
の
新
築
住
宅
に
対
し
て
、

必
要
と
な
る
資
力
の
確
保
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

資
力
確
保
の
方
法
は
、

『
供
託
』（
予
め
金
銭
を
預
け
て
お
く
）か

『
保
険
』（
住
宅
ご
と
に
締
結
）の
い
ず
れ
か
か
ら

選
択
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

求
め
ら
れ
る
瑕
疵
担
保
履
行
責
任
に
つ
い
て

１

対
象
と
な
る
業
者
お
よ
び
住
宅
に
つ
い
て

２

新新築築住住宅宅へへのの新新築築住住宅宅へへのの
「「保保険険」」がが「「保保険険」」がが
義義務務化化さされれまますす義義務務化化さされれまますす

四
月
に
揮
発
油
税
の
暫
定
税

率
が
期
限
切
れ
と
な
り
、
ガ
ソ

リ
ン
代
が
大
き
く
値
下
が
り
し

ま
し
た
が
、
わ
ず
か
一
ヵ
月
後

の
五
月
一
日
か
ら
再
び
税
率
が

引
き
上
げ
ら
れ
、
元
の
価
格
と

比
べ
て
三
十
円
以
上
も
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
事
に
よ

り
（
む
ろ
ん
価
格
高
騰
は
そ
の

前
の
段
階
も
含
め
て
で
す
が
）、

事
業
用
の
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
、

貨
物
自
動
車
な
ど
、
そ
し
て
海

上
で
も
フ
ェ
リ
ー
、
タ
ン
カ
ー
、

貨
物
船
、
漁
業
者
の
燃
費
な
ど

な
ど
、
大
き
な
打
撃
を
与
え
て

い
ま
す
。
農
作
物
で
も
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
は
灯
油
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。

石
油
製
品
は
全
て
税
率
の
加

算
分
以
上
に
大
き
く
値
上
が
り

し
て
お
り
、
そ
の
影
響
を
価
格

に
反
映
で
き
な
い
小
零
細
の
事

業
所
の
皆
さ
ん
は
、
休
業
す
る

以
外
に
方
法
が
な
い
と
、
政
府

の
無
策
に
嘆
い
て
い
ま
す
。
こ

の
間
の
国
会
は
、
揮
発
油
税
の

暫
定
税
率
の
問
題
を
道
路
の
問

題
で
あ
る
と
狭
い
視
野
で
し
か

見
ら
ず
、
ガ
ソ
リ
ン
が
原
油
の

高
騰
で
天
井
知
ら
ず
に
価
格
が

跳
ね
上
が
っ
て
き
て
い
る
こ
と

を
結
果
と
し
て
無
視
し
て
、
産

油
国
の
原
油
高
へ
の
対
策
を
取

ろ
う
と
せ
ず
、
単
に
道
路
が
で

き
な
く
な
る
と
い
う
事
の
み
を

強
調
し
て
き
た
政
府
の
責
任
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

車
が
貴
重
品
で
、
乗
る
こ
と

が
で
き
る
人
が
小
人
数
に
限
ら

れ
た
時
代
と
、
車
が
一
人
に
一

台
と
な
る
時
代
の
燃
料
に
対
す

る
税
の
在
り
方
、
考
え
方
は
変

わ
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

先
に
、
新
幹
線
長
崎
ル
ー
ト

の
着
工
が
本
決
ま
り
に
な
り
ま

し
た
。
た
だ
し
、
決
定
さ
れ
た

の
は
諫
早
駅
ま
で
で
す
。
そ
の

先
長
崎
ま
で
は
今
回
は
入
っ
て

い
ま
せ
ん
。
無
理
や
り
長
崎
へ

と
し
た
場
合
（
フ
リ
ー
ゲ
ー
ジ

の
車
両
で
す
か
ら
）
狭
軌
の
単

線
区
間
を
走
る
こ
と
と
な
り
ま

す
が
、
ト
ン
ネ
ル
の
幅
は
通
れ

る
の
で
し
ょ
う
か
？
全
国
初
の

単
線
新
幹
線
？

七
月
四
日
か
ら
県
議
会
が
開

会
さ
れ
ま
す
。
後
期
高
齢
者
の

健
康
保
険
の
問
題
や
同
じ
く
高

齢
者
の
介
護
保
険
の
問
題
、
県

庁
舎
の
耐
震
補
強
か
新
築
建
て

替
え
か
の
問
題
、
そ
の
ほ
か
多

く
の
問
題
が
横
た
わ
っ
て
い
ま

す
。
経
済
弱
者
の
所
得
を
増
や

さ
な
い
限
り
県
全
体
の
景
気
は

良
く
な
り
ま
せ
ん
。
全
力
で
議

会
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。
よ

ろ
し
く
ご
支
援
願
い
ま
す
。

県
議
会
議
員

金
子
三
智
郎

何
故
、新
法
が

施
行
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

二
〇
〇
五
年（
平
成
十
七
年
）

十
一
月
に
発
覚
し
た
構
造
計
算

書
の
偽
装
問
題
は
、
日
本
国
民

に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
ま
し
た
。

そ
の
以
前
か
ら
、『
住
宅
の

品
質
確
保
の
促
進
等
に
関
す
る

法
律
』（
二
〇
〇
〇
年
〔
平
成

十
二
年
〕
四
月
施
行
／
以
下
、

『
品
確
法
』）
に
よ
り
、
売
り

主
お
よ
び
請
負
人
に
対
し
て

「
新
築
住
宅
の
引
き
渡
し
か
ら

十
年
間
、
瑕
疵
担
保
責
任
を
負

う
こ
と
」
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
し
た
が
、
偽
装
の
あ
っ
た

マ
ン
シ
ョ
ン
の
住
民
が
住
み
替

え
等
で
金
銭
面
で
の
苦
境
に

陥
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
等
か
ら
、

売
り
主
等
の
経
済
状
況
に
よ
っ

て
は
こ
の
義
務
・
責
任
が
果
た

さ
れ
な
い
場
合
も
あ
る
等
、
消

費
者
の
保
護
と
し
て
は
不
十
分

な
法
律
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
国
は
消
費

者
保
護
の
『
観
点
』
に
立
っ
て
、

住
宅
の
売
り
主
お
よ
び
請
負
人

に
対
す
る
「
瑕
疵
担
保
責
任
履

行
の
た
め
の
措
置
の
充
実
・
強

化
」
に
つ
い
て
審
議
し
、
そ
の

結
果
、
二
〇
〇
七
年
（
平
成
十

九
年
）
五
月
三
十
日
に
新
法
が

公
布
さ
れ
ま
し
た
。

構
造
計
算
書
の
偽
装
問
題
等

に
つ
い
て
は
、
一
部
の
悪
質
な

業
者
に
よ
る
行
為
で
あ
り
、
そ

れ
に
よ
っ
て
ひ
き
起
こ
さ
れ
た

建
設
業
全
般
に
対
す
る
消
費
者

か
ら
の
イ
メ
ー
ジ
の
低
下
等
、

真
面
目
に
建
設
業
に
携
わ
る
者
、

特
に
施
主
か
ら
直
接
受
注
し
て

請
け
負
う
『
注
文
住
宅
』
を
手

掛
け
て
い
る
私
た
ち
に
と
っ
て

は
迷
惑
千
万
な
事
件
で
あ
り
、

全
建
総
連
は
「
全
て
を
同
じ
扱

い
と
す
る
の
で
は
な
く
、
注
文

住
宅
に
つ
い
て
は
別
扱
い
と
す

る
べ
き
で
あ
る
」
こ
と
等
に
つ

い
て
、
国
に
対
し
て
継
続
し
て

申
し
入
れ
て
お
り
ま
し
た
。

し
か
し
、「
事
件
の
再
発
を
防

ぐ
こ
と
」「
消
費
者
に
対
す
る

保
護
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
」
を

求
め
る
世
論
の
高
ま
り
に
後
押

し
さ
れ
る
か
た
ち
で
、
今
回
の

新
法
が
制
定
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

２００９年（平成２１年）１０月より、『特
定住宅瑕疵担保責任の履行の確保等
に関する法律』（以下、『新法』）と
いう新しい法律が施行されます。
これにより、新築住宅を手掛ける

場合、建設業者や宅地建物取引業者
に対して、その住宅に『瑕疵（欠陥）』
が発生した場合にその責任を負える
（保証できる）よう、あらかじめ資
力を確保しておくことが義務付けら
れます。

新法の詳細等については、以下のインター
ネット・アドレスもご参照ください。
http://www.how.or.jp/shipotext/newlaw0229.pdf

工
務
店
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

『
品
確
法
』
に
お
い
て
売
り

主
ま
た
は
請
負
人
に
対
し
て
義

務
付
け
ら
れ
て
る
『
十
年
間
の

瑕
疵
担
保
責
任
』
を
果
た
す
た

め
の
、
必
要
と
な
る
資
力
確
保

が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

『
建
設
業
許
可
を
受
け
た
建

設
業
者
』
お
よ
び
『
宅
地
建
物

取
引
業
の
免
許
を
受
け
た
宅
地

建
物
取
引
業
者
』
が
対
象
と
な

り
、
こ
れ
ら
の
建
設
業
者
お
よ

び
宅
地
建
物
取
引
業
者
が
引
き

渡
す
新
築
住
宅
が
対
象
と
な
り

ま
す
。

建
設
業
許
可
を
受
け
て
い
な

い
建
設
業
者
が
請
け
負
っ
た
新

築
住
宅
に
つ
い
て
は
、
対
象
と

は
な
り
ま
せ
ん
。

県
議
会
だ
よ
り

１０

住宅瑕疵担保履行法について

ご存じ
ですか？

（全建総連機関紙より）

対象となる瑕疵担保責任の範囲（例）

�
改
革
２１
議
員
団
視
察

沖
縄
県
平
和
祈
念
資
料
館
前
で

毎月１回１５日発行 ２００８年（平成２０年）５月１５日発行建 設 長 崎第５１５号 （１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可）５�



資
力
確
保
の
方
法
に
つ
い
て

３
『
保
険
』を
利
用
し
て
い
く
こ
と
が
、最
も
適
し
た
対
応
法
で
す
。

組
合
で
は
、『
住
宅
保
証
機
構
』と
連
携
し
な
が
ら
、

組
合
員
の
皆
さ
ん
が
保
険
を
利
用
し
や
す
い
よ
う
な

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
取
り
扱
っ
て
き
た

『
住
宅
保
証
制
度
』を
基
本
と
し
な
が
ら
、

新
法
に
対
応
し
た『
保
険
制
度
』の
取
り
扱
い
を
行
い
ま
す
。

こ
の
保
険
制
度
を
利
用
す
れ
ば
、

新
法
を
遵
守
で
き
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

『
ゆ
う
ゆ
う
住
宅
』は
、

全
建
総
連
が
保
証
機
構
と
提
携
し
て

独
自
に
運
営
し
て
い
る
保
険
制
度
で
す
。

（
組
合
員
の
み
が
利
用
で
き
ま
す
）

よ
り
高
い
設
計
施
工
基
準
に
基
づ
い
た

住
宅
と
な
る
た
め
、

保
険
料
の
割
り
引
き
等
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

資
力
確
保
の
方
法
に
つ
い
て

は
、
以
下
の
二
つ
の
方
法
の
い

ず
れ
か
を
選
択
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

�

供
託

供
給
し
た
新
築
住
宅
の
補
修

に
要
す
る
費
用
等
の
支
払
い
が

い
つ
で
も
で
き
る
よ
う
に
、
過

去
の
供
給
戸
数
に
応
じ
て
算
定

さ
れ
た
金
額
の
現
金
（
供
託

金
）
等
を
供
託
所
に
預
け
て
お

く
方
法
で
す
。

新
築
住
宅
一
軒
ご
と
に
金
銭

を
用
意
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
予
め
預
け
て
お
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
供
託
金
に
つ
い

て
は
、
手
掛
け
る
住
宅
が
年
間

に
一
軒
の
場
合
で
も
『
二
千
万

円
』
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

�

保
険

新
法
に
基
づ
い
て
国
土
交
通

大
臣
が
指
定
す
る
『
住
宅
瑕
疵

担
保
責
任
保
険
法
人
』
と
の
間

で
、
瑕
疵
が
判
明
し
た
場
合
に

保
険
金
を
支
払
う
こ
と
を
約
し

た
住
宅
瑕
疵
担
保
責
任
保
険
契

約
を
締
結
す
る
方
法
で
す
。

新
築
住
宅
一
軒
ご
と
に
保
険

契
約
を
成
立
さ
せ
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
す
が
、
私
た
ち
の
よ

う
な
中
小
建
設
業
者
に
と
っ
て

は
、
必
要
と
な
る
保
険
金
は
供

託
の
場
合
と
比
べ
て
低
額
と
な

り
ま
す
。

※
こ
の
他
に
も
、
年
に
二
回
、

資
力
確
保
の
状
況
に
つ
い
て

都
道
府
県
知
事
等
に
届
け
出

を
行
う
義
務
等
も
課
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

新
法
を
遵
守
し
て
い
く
た
め
に
は
、

ど
の
よ
う
に
す
れ
ば

良
い
の
で
し
ょ
う
か
？

全
建
総
連
は
、
仲
間
の
工
務

店
の
実
情
を
考
え
た
場
合
、
こ

れ
ま
で
に
説
明
し
た
二
つ
の
資

力
確
保
の
方
式
の
う
ち
、
必
要

と
な
る
金
額
等
を
考
慮
す
れ
ば
、

『
供
託
』
よ
り
も
『
保
険
』
を

選
択
し
て
い
く
こ
と
が
現
実
的

な
対
応
だ
と
考
え
ま
す
。

今
後
は
、
各
県
連
・
組
合
で
、

組
合
員
の
工
務
店
が
組
合
を
通

し
て
保
険
を
利
用
し
て
い
け
る

よ
う
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

具
体
的
に
は
、『
住
宅
瑕
疵

担
保
責
任
保
険
法
人
』
と
し
て

国
土
交
通
大
臣
か
ら
指
定
を
受

け
る
『
財
団
法
人
住
宅
保
証
機

構
』（
以
下
、『
保
証
機
構
』）

と
連
携
を
し
な
が
ら
、
組
合
員

の
工
務
店
か
ら
の
保
険
へ
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
こ
と
と

し
ま
す
。

保
証
機
構
が
取
り
扱
う

保
険
に
つ
い
て

住
宅
保
証
機
構
は
、
国
か
ら

指
定
さ
れ
る
『
保
険
法
人
』
で

あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
扱
い

実
績
等
を
考
え
て
も
、
最
も
堅

実
な
団
体
で
す
。

従
来
よ
り
、保
証
機
構
は『
住

宅
性
能
保
証
制
度
』
を
取
り

扱
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
、

こ
れ
ま
で
の
保
証
制
度
の
内
容

を
基
本
と
し
て
、
新
法
に
対
応

す
る
『
保
険
制
度
』
の
新
た
な

取
り
扱
い
が
開
始
さ
れ
て
い
き

ま
す
。

工
務
店
が
保
険
を
利
用
し
よ

う
と
す
る
場
合
、
以
下
の
よ
う

な
手
順
を
踏
ん
で
い
く
こ
と
と

な
り
ま
す
。

�

建
築
確
認
が
お
り
て
か
ら

住
宅
の
建
設
着
工
ま
で
の
間
に
、

保
険
の
申
し
込
み
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
（
設
計
図
書
等

の
提
出
が
必
要
で
す
）。

保
険
料
に
つ
い
て
は
今
後
設

定
さ
れ
て
い
き
ま
す
が
、
現
在

の
保
証
制
度
に
お
い
て
は
住
宅

価
格
（
土
地
代
を
除
く
）
が
二

千
万
円
の
場
合
で
十
万
円
程
度

で
あ
り
、
こ
れ
と
同
水
準
で
維

持
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

�

保
証
機
構
が
定
め
る
設
計

施
工
基
準
を
満
た
す
住
宅
を
建

設
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

現
行
の
基
準
に
つ
い
て
は
以

下
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ア
ド

レ
ス
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w.how
.or.jp/seinou/

gijyutsu/sekou
16.htm

l

�

建
築
基
準
法
に
定
め
ら
れ

た
中
間
・
完
了
検
査
や
建
築
士

法
に
定
め
ら
れ
た
工
事
監
理
と

は
別
に
、
保
証
機
構
が
認
定
し

た
検
査
員
が
『
設
計
施
工
基

準
』
で
定
め
ら
れ
た
部
分
を
中

心
に
現
場
審
査
を
し
ま
す
（
戸

建
て
住
宅
の
場
合
は
、
基
礎
配

筋
工
事
完
了
時
と
屋
根
工
事
完

了
時
の
二
回
）。

�

住
宅
が
竣
工
し
、
引
き
渡

し
日
が
決
定
し
た
後
、
保
険
証

発
行
の
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
実
際
に
瑕
疵
が
発
生

し
て
し
ま
っ
た
場
合
に
支
払
わ

れ
る
保
険
金
等
に
つ
い
て
は
、

以
下
の
通
り
で
す
。

�

支
払
限
度
額
…
二
千
万
円

�

て
ん
補
率
…
…
建
主
等
に

は
八
〇
％
以
上
、
建
主
倒
産
時

に
買
主
等
へ
は
一
〇
〇
％
（
免

責
十
万
円
）

全
建
総
連
で
は
、
保
証
機
構

と
連
携
し
な
が
ら
『
ゆ
う
ゆ
う

住
宅
』
と
い
う
制
度
を
独
自
に

運
用
し
て
き
て
い
ま
す
。

ゆ
う
ゆ
う
住
宅
に
つ
い
て
は
、

全
建
総
連
が
保
証
機
構
の
所
管

の
下
に
運
営
し
て
い
る
『
性
能

保
証
制
度
・
特
定
住
宅
』
で
あ

り
、
必
要
と
な
る
手
続
き
や
受

け
ら
れ
る
保
証
等
に
つ
い
て
は

保
証
機
構
の
他
の
保
険
と
同
様

で
す
が
、
保
険
料
の
割
り
引
き

が
受
け
ら
れ
る
な
ど
、
組
合
員

の
工
務
店
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト

の
あ
る
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ゆ
う
ゆ
う
住
宅
は
、

組
合
員
で
な
け
れ
ば
使
え
な
い

制
度
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

ゆ
う
ゆ
う
住
宅
に
つ
い
て
は

一
般
住
宅
よ
り
も
高
性
能
な
設

計
施
工
基
準
（
旧：

住
宅
金
融

公
庫
の
耐
久
性
基
準
と
同
等
）

に
基
づ
い
た
住
宅
と
な
っ
て
お

り
、
高
い
耐
久
性
な
ど
、
建
築

主
に
対
し
て
そ
の
優
良
性
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

『
ゆ
う
ゆ
う
住
宅
』

に
つ
い
て

新
法
へ
の
対
応
は
、

今
後
は
、
全
建
総
連
と
各
県

連
・
組
合
、
そ
し
て
保
証
機
構

が
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
組
合

員
の
皆
さ
ん
が
新
法
を
遵
守
し

て
い
け
る
よ
う
、『
保
険
』
の

申
請
手
続
き
説
明
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
設
計
施
工
基
準
を
ク

リ
ア
し
て
い
れ
ば
、
保
険
料
の

割
り
引
き
等
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
『
ゆ
う
ゆ
う
住
宅
』
を
利
用

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

今
後
は
新
法
の
内
容
が
周
知

さ
れ
て
い
く
こ
と
と
な
り
、「
新

築
住
宅
に
対
し
て
は
保
証
（
供

託
／
保
険
）
が
付
い
て
い
る
の

が
当
た
り
前
」
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
新
法
の
対
象
か
ら
外

れ
て
い
る
建
設
業
許
可
を
受
け

て
い
な
い
業
者
が
手
掛
け
る
新

築
住
宅
に
つ
い
て
も
、
建
築
主

の
意
識
変
化
に
よ
り
保
険
を
掛

け
て
い
く
必
要
性
が
高
ま
る
こ

と
が
容
易
に
想
定
で
き
ま
す

（
保
証
機
構
で
受
け
付
け
る
方

向
で
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
）。新

法
の
施
行
に
対
し
保
険
を

成
立
さ
せ
る
た
め
に
は
、
着
工

前
か
ら
の
住
宅
登
録
申
請
や
建

築
途
中
の
現
場
審
査
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
実
際
に
は
新

法
の
施
行
の
何
ヵ
月
も
前
か
ら

申
請
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

組
合
・
協
会
で
「
保
険
」
に

つ
い
て
の
詳
細
な
事
項
が
わ
か

り
次
第
、
掲
載
し
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

保
険
を
利
用
す
る
に
あ
た
っ
て

必
要
と
な
る
手
続
き
等
に
つ
い
て
は
、

保
証
機
構
と
連
携
し
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

ご
不
明
な
点
に
つ
い
て
の

お
問
い
合
わ
せ
や
ご
相
談
は
、

�
長
崎
県
住
宅
・
建
築
総
合
セ
ン
タ
ー
へ

�
〇
九
五－

八
二
五－

六
九
四
四
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